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園

融

東国方の僧が六条河原の院を訪れると汐汲み桶を荷つた老人が中秋の河原の院の様子を愛でている。老人はここは昔、融の大臣が千賀の塩竃を移 して風情を

楽 しんだ所だと言い、唐代の漢詩を引いてその致景を称え、融の大臣が千賀の塩竃を移 した謂れを語る。融の没後は荒れ果ててしまつた様を悲 しむが、

時の経つのも忘れて河原の院から見える景色を僧に教え、池辺で汐を汲む様を見せて姿を消す。<中入>

所の者が融の事跡を語ると名月のもと、在りし日の姿の融の霊が現れる。融の霊は河原の院での遊楽の宴を回想 して舞を舞い、僧とともに美景を称え、

名残を惜 しみながら月の都へと帰つてゆく。

◆お客様へお願い

※事務局で許可した以外の方の写真撮影、 ビデオ撮影、録音はお断りいたします。
※場内では携帯電話等の電源はお切りください。

※都合により出演者に変更がある場合がございます。予めご了承ください。

※東隣に有料駐車場がございます。ご利用くださいませ。
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JR京都駅より

京都駅前バス乗 り場 Alよ り市バス 5系統

「岡崎公園 美術館  平安神宮前」下車、

D2よ り 86 206系統 「東山仁王門」下車

地下鉄鳥丸線 「鳥丸御池駅」にて地下鉄東西線に乗換

「東山駅」下車 1番 出口より徒歩約 5分

四条河原町よ り

バス乗 り場 Eよ り市バス 31 46 201 203系 統
「東山仁王門」下車

京阪三条駅よ り

市バス 5系 統 「岡崎公園 美術館  平安神宮前」下車

地下鉄東西線乗換に「東山駅」下車

★次回予告

令和7年 12月 13日 (土)午後 1時始

井 筒   松井美樹

鵜 飼   金子 昭

京都観世会館案内図


